
 

質 疑 応 答 書 

業務名 令和４年度中堅職員研修（班別研修）実施業務 

 

番号 仕様書頁等 質   問 回   答 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

仕様書１頁

及び２頁 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 講師が登壇して行う対

面式での研修が困難とな

り、仮にオンラインにて研

修を実施する場合、仕様書

２頁「８ 研修運営教材

等」のとおり、スクリーン

及びプロジェクターの用

意はある記載だが、受講者

側のＰＣを用意すること

は可能か。 

 

 

 講師が遠隔の地から講

義を行い、受講生が研修セ

ンターの各研修室に集合

し、スクリーンに投影され

たその講義を視聴すると

いう前提において、当該研

修室にＰＣ（Windows10）を

１台ずつ用意することは

可能。 

なお、講師のみならず受

講生も参集できないよう

な状況の場合は、上記形態

での研修が実施できない

ことはもちろん、各受講生

が自己のＰＣを用意した

上でのＷＥＢ会議システ

ムによるライブ研修の実

施も困難であると承知さ

れたい。 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

仕様書２頁

９項 

 

 

 

 

 

 

「9 研修教材」につい

て、研修教材を二次利用す

る旨が記載されているが、

二次利用の目的に組織内

部での同資料を使用して

研修をすることが想定と

してあるか。 

 

お見込みのとおり。 

なお、研修教材の二次利

用については、専ら、研修

生の所属組織内での報告

及び復習に用いられるこ

とを想定。 

 

 

 

 

 

 

 

別紙 



 

３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

同上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研修教材に関しての二

次利用の使用を制限する

旨（期限・用途）の締結は

可能か。尚、別途覚書等の

締結が可能な場合の希望

内容として、利用期限は研

修終了日から２週間、用途

は受講者の所属組織内で

研修の報告及び、復習を目

的とした用途に制限する

ものとする。 

不可。 

なお、研修教材の二次利

用については、仕様書の９

及び番号２の回答欄に記

載したとおり。 

４ 仕様書２頁

１０項 

 未履行の業務等に係る

費用に関して広島市では

負担しないと記載がある

が、実施費以外の「講師の

交通宿泊費」「オンライン

の場合は講師の登壇する

会場費やオンライン研修

用の PC 機材レンタル費」

等の実費分に関しても広

島市の負担がないのか。 

 仕様書の１０（１）は、

基本的には、近年見られる

新型コロナウイルス感染

症のまん延により、本市の

区域が緊急事態措置等を

実施すべき区域となった

ような場合を想定してい

るところ、そのような場合

は、事前に研修の延期等を

伝えるため、講師の交通宿

泊費は発生しないと考え

る。 

もっとも、研修の前日に

講師が来広し、宿泊してい

るような場合において、地

震など自然災害により研

修が急きょ延期又は中止

となった場合は、適切な旅

費相当額を負担する。 

なお、「未履行の業務等

に係る費用」には、各社所

定のキャンセル料も含ま

れていることを、念のた

め、申し添える。 

また、番号１のようなオ

ンライン研修に研修の実

施方法を変更した場合に

おいて、講義を行うための



 

会場の借上経費、ＰＣ機材

のレンタル費用その他の

経費について、本市は別に

負担しない。 

（注） この質疑応答書は、仕様書の追補とみなす。なお、この用紙には業者名

を記入しないこと。 


